
接触確認アプリの画面イメージ

利用開始後に最初に表示する画面
（メイン画面）

接触が確認されない場合 接触が確認された場合 画面イメージ

「陽性者との接触を確認する」を押下すると表示される画面

※接触の可能性が同一の者で
あるかどうかは、システム
でも判別しませんので、同
一の者でも一日単位で件数
が表示されます。

症状等に応じて、帰国
者・接触者外来等への
受診を案内



○corona.go.jpトップページ ○厚生労働省 アプリページ

内閣官房新型コロナウイルス感染症対策特設サイトからの誘導イメージ



接触確認アプリについて

利用に同意

半径１メートル、15分以上の接触した可能性

アプリをインストール
して利用

・ブルートゥースを利用し、近接した可能性を暗号化して記録

・電話番号、位置情報など個人が特定される情報は記録しない

・近接に関する情報は、14日経過後に自動で無効となる

・利用の同意はいつでも撤回し、アプリを削除して、記録を
消去できる

※仕様は開示する

厚生労働省

陽性者との接触の可能性を通知。症状等に応じて検査の受診などを案内

PCR陽性

新型コロナウイルス
感染者等情報把握・
管理支援システム

（HER-SYS）

②陽性確定の事実と
処理番号を登録

③陽性者からの通
知である旨を処
理番号で照会

⑤近接した情報を通知。症状等
に応じて、帰国者・接触者外
来等の受診までをアプリまた
はコールセンターで案内

保健所

①陽性者の把握、
健康観察等

（処理番号を送付）

④処理番号の確
認結果を回答

①の処理番号は、アプリではなく、新型コロナウイルス感染者等情報把握・管理支援システム
から、本人が同システムに登録した携帯電話のSMS又はメールアドレスに送付

通知サーバー

通知サーバーでは、個人情報
や陽性者と接触者の関係が分
かる情報は管理しない

・PCR陽性でない方が登録しないよう、新型コロナウイルス感染者等情報把握・管
理支援システムから処理番号を本人に発行し、本人がアプリで入力する。

・通知を受けた方には、症状等に応じて、帰国者・接触者外来等の受診までを、
アプリまたはコールセンターで案内する。

・通知サーバーでは陽性者の暗号化情報のみを保持し、通知後に削除する。
陽性者と通知を受けた者との対応関係は、国・自治体では分からない。

・端末の情報を暗号化して記録（14日経過後に無効となる）

・どこで、いつ、誰との近接した状態か、互いにわからない

※連絡先、位置情報など個人が特定される情報は記録しない

※ブルートゥースをオフにすると記録しない

厚生労働省

⑥症状等に応じて案内され
た帰国者・接触者外来等
に予約、受診



各国における接触確認アプリの比較（プライバシーと公衆衛生のバランス）

小

大

国
導入時期
（ＤＬ数）

接触把握方法
（位置情報利用／Bluetooth利用）

電話番号等の
個人情報取得

陽性者データ管理
（中央サーバー型／
個別端末分散型）

プ
ラ
イ
バ
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ー
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日本、
ドイツ、スイス、
エストニア 等

６月中 Bluetooth なし
分散型

(Google・AppleのAPI活用)

英国、
フランス

６月中 Bluetooth なし
中央サーバー型を

検討中

シンガポール
３月２０日
(140万以上:
人口比25％)

Bluetooth 電話番号取得 中央サーバー型

オーストラリア
４月２６日
(500万以上:
人口比20％)

Bluetooth
電話番号取得

（氏名、郵便番号、年代も取
得）

中央サーバー型

イスラエル
３月２２日
(150万以上:
人口比17％)

位置情報
（Bluetooth併用型の開発を進め

る）
位置情報 分散型

インド
４月１１日
(9000万以上:
人口比7%)

位置情報
＋

Bluetooth

位置情報・電話番号取得
（氏名、年齢、性別、職業、渡

航歴、喫煙歴も取得）
中央サーバー型


